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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２６年２月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２５年７月２４日（水） １７時２０分ごろ 

発生場所 広島県尾道糸崎港 

 広島県尾道市所在の尾道灯台から真方位０２９°１３０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°２４.２′ 東経１３３°１１.８′） 

事故調査の経過  平成２５年７月２５日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

旅客フェリー 第拾五小浦
こ う ら

丸、９２トン 

 １２７１９７、個人所有 

 ２０.５１ｍ（Lr）×９.５０ｍ×２.５０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１３２kＷ、昭和５９年４月３日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３８歳 

 六級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 平成２２年１２月１５日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２２年１２月１５日 

  免状有効期間満了日 平成２７年１２月１４日 

 死傷者等 なし 

 損傷 シューピースに擦過傷 

 事故の経過  本船は、船長ほか２人が乗り組み、乗客２３人を乗せ、乗用車７

台、バイク１台及び自転車１０台を積載し、船首及び船尾共に約１.

８５ｍの喫水により、尾道市向島（小歌島）の桟橋に向けて尾道水道

を南進した。 

 船長は、向島桟橋北方沖に着き、同桟橋の西側に所在する浅所（以

下「本件浅所」という。）側からの東流（反流）を予測し、本船が、

同桟橋の中央より少し西寄りに船首を向けた態勢で着桟作業中、思っ

たほどの東流を受けることができず、西側に偏位する態勢で同桟橋に

接近していることに気付いたが、後方を通過していた他社のフェリー

に気を取られ、西側に偏位した状態で船首を同桟橋に着けた。 

船長は、着桟をやり直すため、フェリーの通過を待って機関を後進

にしたところ、平成２５年７月２４日１７時２０分ごろほぼ同じ場所

で本船が動かなくなった。 
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 船長は、何度か離礁を試みたが、離礁できず、本船が動かなくなっ

た旨を運航会社（以下「Ａ社」という。）に連絡し、本船は、来援し

た僚船に引かれて離礁した。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：潮汐 下げ潮の末期、潮高 約２８cm（尾道） 

潮流 流向 ２４８°、流速 約１.２ノット（尾道水道） 

 その他の事項 

 

 本船は、舵とスクリューを船首側と船尾側の両方に備えており、状

況に応じ、その全てを使用することが可能であった。 

Ａ社は、向島桟橋の西側至近に浅所が拡延していることや歴代の船

長の知見から、同桟橋の西側に偏位した態勢で同桟橋に接近すること

を禁止するなどの絶対にしてはいけない操船行為を事故防止操船要領

にまとめ、各船の船橋に掲げて周知しており、船長も承知していた。 

船長は、１往復前の向島桟橋着桟の際、本件浅所側からの東流を感

じていた。 

船長は、船長職に就いて約２年半が経過し、豊富な操船経験を有し

ていた。 

本船は、尾道水道を挟んで向島桟橋と対岸との間を休みなく往復運

航しており、片道の運航時間は約３分であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、向島桟橋に着桟作業中、本件浅所に接近する同桟橋の西側

に偏位した状態で船首を同桟橋に着けたことから、着桟し直そうとし

て機関を後進にしたところ、本件浅所に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因  本事故は、本船が、向島桟橋に着桟作業中、本件浅所に接近する同

桟橋の西側に偏位した状態で船首を同桟橋に着けたため、着桟し直そ

うとして機関を後進にしたところ、本件浅所に乗り揚げたことにより

発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・事故防止操船要領に沿った操船を心掛け、向島桟橋の西側の浅所

に接近しないこと。 

 


